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SXプラットフォームシンポジウム
～“借りる”からはじめる新たな研究基盤強化の構築～

「借りる」で、
研 究 時 間 の 確 保
研 究 環 境 の 強 化
人 材 育 成 の 促 進
必 要 経 費 の 削 減

SXプラットフォームの概要について

国立大学法人岡山大学
副理事・副学長・総合技術部本部長・上級URA
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汎用性のある研究機器や、ある程度の高額な研究機器は「借りる」。

最先端で極めて尖った研究機器やカスタマイズしたり、既存システムに組み込むなどの
研究機器は「買う」。

「借りる」と「買う」をうまく使い分ける

コンセプト：「買う」から「借りる」へ

２© OKAYAMA University



はじめに：わが国の研究設備・機器の事情

３

法人化以降、国立大学における施設設備費全体の予算は減少し続けている。
近年は、補正予算による対応が増えている傾向にあり、研究設備・機器の計画的な整備が困難な状況にある。

出典：文部科学省 科学技術・学術審議会  学術分科会研究環境基盤部会「中規模研究設備の整備等に関する論点整理」2023
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4
国立大学における研究設備・機器の３分の２以上が老朽化。

4

はじめに：わが国の研究設備・機器の事情

４

出典：文部科学省.科学技術・学術審議会 大学研究力強化委員会（第16回）配付資料.2024
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出典:内閣府.e-CSTIを活用した資金配分と論文アウトプットの関係性の分析について.2023

研究予算全体の約6割が、実績のあるベテラン研究者に集中。
→（まだ実績のない）若手研究者が予算を確保できず、研究成果も出しにくいという悪循環。

はじめに：わが国の研究設備・機器の事情
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出典:JST CRDS研究機器・装置開発の諸課題 —新たな研究を拓く機器開発とその実装・エコシステム形成へ向けて—
（市場動向・海外政策動向アップデート版）（—The Beyond Disciplines Collection—）。2024.7

「計測・分析機器」と「加工・プロセス機器」の世界市場
→成長市場である。特に計測・分析機器ではライフサイエンス関連装置の割合が大きい

はじめに：わが国の研究設備・機器の事情

６© OKAYAMA University



77
7

出典:JST CRDS研究機器・装置開発の諸課題 —新たな研究を拓く機器開発とその実装・エコシステム形成へ向けて—
（市場動向・海外政策動向アップデート版）（—The Beyond Disciplines Collection—）。2024.7

計測・分析機器の企業国籍別シェア（2018年と２０２１年の比較）
→日本の成長率は3%と他国と比して低調である

はじめに：わが国の研究設備・機器の事情
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出典:JST CRDS研究機器・装置開発の諸課題 —新たな研究を拓く機器開発とその実装・エコシステム形成へ向けて—
（市場動向・海外政策動向アップデート版）（—The Beyond Disciplines Collection—）。2024.7

日本市場と米国市場でのシェア
→計測・分析機器のシェアは日本・米国資料ともに低い

はじめに：わが国の研究設備・機器の事情
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出典:JST CRDS研究機器・装置開発の諸課題 - 新たな研究を拓く機器開発とその実装・エコシステム形成へ向けて -
（—The Beyond Disciplines Collection—）.2021.3.

日本市場における機器ごとの企業国籍別シェア
→大学で多く使用する分野の日本のシェアが低下している

はじめに：わが国の研究設備・機器の事情
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はじめに：わが国の研究設備・機器の事情

このような、わが国の研究設備・機器の事情を鑑みて、岡山大学と日本電子でより良い研
究設備・機器への「アクセス」を1年間検討。レンタル会社のお力を借りて、特に研究機器を
お得に借りられるプラットフォームを立ち上げることで合意しました。

※「借らりれる」＝レンタル（リースを基本とします）

１０© OKAYAMA University

わが国の大学等における研究設備・機器のアンバランスな新規整備の実状。さらには若手
研究者へのアクセス不足などがある。

わが国の関係企業の成長率の低下がみられる。



・買って、長い間使い続けるのは、必ずしも良いことではないのでは？ それは、「買う＝長期
間保有＝研究現場の陳腐化」の悪循環になっていないか？

・古い研究機器の使用で、無駄な研究作業時間が掛かっていないか？

・古い研究機器で、より精度の高い研究ができるのか？

・古い研究機器で、技術職員のスキルは向上するのか？

・古い研究機器を技術職員が保守することの人件費コストは妥当なのか？

・購入した研究機器の保守費や撤去費、突発的な修理費の工面に苦慮していないか？

「買う」ことのデメリット

１１© OKAYAMA University



・常に最新の研究機器が使用できる。

・最新の研究機器で、より精度の高い研究ができる。

・最新の研究機器の使用で、作業時間が短縮される。

・買う経費を、借りる経費に変える（「購入1台分から、3台借りる）ことで、研究進捗が早ま
ることがある。特に短期間で成果を出したい時に有効。

・最新の研究機器がそばにあることで、技術職員が常に新しいスキルを身につけられる。

・最新の研究機器で、技術職員も保守作業から技術研究等に注力することができる。

「借りる」ことのメリット

１２© OKAYAMA University



・購入よりも経費が掛かる場合がある。

・保守費や修理費などが掛かる場合がある。

・毎年、借りるための資金を確保する必要がある。

「借りる」ことのデメリット

１３© OKAYAMA University



誕 生

Shared Transformation（SX）プラットフォーム

１４© OKAYAMA University



メーカー*

日本電子 対象機関

わが国の大学、短
大、高専、国研、公
設試等の非営利

組織等

レンタル期間（5年～）、レンタル会社、PF年会費（30万円）

借りている機
関での買取

（要相談）

レンタル会社
での売却

セカンドユース市場
の拡大へ

プラットフォーム（PF）事務局
岡山大学

まずは日本電子の研究機器を提供
・設置費、撤去費は不要
・修理費、保守費は不要
・サービス員から技術職員への無料研修あり
・競争的資金申請時の無料コンサルティング  等

岡山大学からのレンタルノウハウを提供

レ
ン
タ
ル
終
了
時

*メーカーは順次、国内メーカーを増やす予定。
**レンタル期間は、研究機器により異なる予定。
***年会費は予定。事務局の庶務・法人化経費や情報交流等に利用予定。

注１）契約は基本「リース」となりますが、わかりやすいように「レンタル」と標記しています。
注２）調達の諸ルールにより、当プラットフォームが必ずしもご利用できるとは限りません。

** ***

SXプラットフォームの概要

１５© OKAYAMA University



経費は、研究機器によっては「プラットフォームで借りる＞購入費」となることもありますが、

設置費不要

保守費不要

修理費不要

撤去費不要

が組み込まれているプラットフォームプランは、「かなりお得」です。

必ずと言ってもよい修理費、そして必ず発生する撤去費などが掛からないです。

4経費が不要

SXプラットフォーム：「借りる」ことでデメリットを解消し、メリットを最大化へ（１）

１６© OKAYAMA University



・常に最新の研究機器が設置されることによって、研究環境が改善される。

・常に最新の研究機器が設置されることによって、技術職員が最新機種に触れ続けられる。

・メーカー担当者が保守時に技術職員等へのレクチャー等を無料で実施。競争的資金の申
請時の事前コンサルティングも実施。

・複数の機関が大型の研究機器を共同で借りることもできる。

・レンタル（リース）ノウハウの提供を受けることができる。

・レンタル後の買い取りも要相談で可能。

SXプラットフォーム：「借りる」ことでデメリットを解消し、メリットを最大化へ（2）

１７© OKAYAMA University



・レンタル研究機器を共用化することで、その収入をレンタル費用に充てることも可能。

・最新の研究機器があることで外部組織との新たな産学官連携が生まれる可能性が増。
「研究機器を核」とした研究力・イノベーションの創出強化へ。

・セカンドユースのマーケット拡大によって、研究大学ではない機関や価格帯から手が出せ
ない機関も中古品として新しい研究機器を手に入れることができるようになる。

・メーカー側は、次の「レンタル更新」を確保するため、絶えず新機種開発、バージョンアップ
などの対応が必要となり、これがわが国のメーカーの開発力等の推進へ。

わが国の科学技術・イノベーションの強化へ

SXプラットフォーム：「借りる」ことから広がる可能性

１８© OKAYAMA University



①12月：入会受付開始

②事務局（岡山大学）へ入会お申し込み。審査。

③審査完了後、年会費(30万円)お振込み。入会完了。

④メーカーの研究機器メニューリストから借りたい機器を選択。メーカー担当者に連絡。

⑤入会機関とメーカーとでやり取り。（入会機関の調達等の諸ルールに乗っ取り実施）

⑥設置（設置時ノウハウを共有するため機器設置を加盟機関に周知）

⑦レンタル・リース期間は、年会費が発生します。

加盟したからと言って、すべての研究機器について本プラットフォームを利用しなければならないという義務はありま
せん。必要な時に、必要なものだけでOKです。うまく使い分けてご利用頂ければと思います。

SXプラットフォーム：利用手順について

本年度に限り、年会費を免除

１９© OKAYAMA University

https://sxplatform.jp/

https://sxplatform.jp/


・来年度から「一社」などの公益性のある組織に移行し、その法人のサービスのひとつとし
て提供する予定。法人としてのサービスも、本プラットフォーム以外に増やしていく予定で
す。

・賛同する日本メーカーを順次拡大です。

・関係機関と連携し、必要なものは買う、買えるように設備整備事業費等の改善を関係機
関に依頼します。また、レンタル（リース）することのインセンティブを検討することも依頼し
ていきます。

・加盟機関のご要望をお聞きし、関係機関への協議等を進め、わが国の研究環境の改善
等を進めていきます。

SXプラットフォーム：今後について

２０© OKAYAMA University



国立大学法人岡山大学 岡山大学総合技術部
TEL：086-251-8802
E-mail：sougougijutsubu@adm.okayama-u.ac.jp

SXプラットフォームのお問い合わせ先

２１（終）© OKAYAMA University 
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ご清聴ありがとうございました



参 考

参考© OKAYAMA University 



参考：SXプラットフォームの概要（１）

参考© OKAYAMA University
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参考：SXプラットフォームの概要（2）

参考© OKAYAMA University



参考：SXプラットフォームの概要（3）

参考© OKAYAMA University



Q．SXプラットフォームに加盟できるのはどういう機関ですか？

A．日本国内の大学、大学院大学、短期大学、大学校、高専、国立研究開発法人、特殊法
 人、公設試などの非営利組織となります。

Q．SXプラットフォームでは、「購入＞借りる」という経費になるのですか？

A．いいえ。個々の研究機器で異なりますが、「借りる＞購入」になると想定しています。「そ
 れならば購入した方がいいのではないか？」となりますが、研究機器は必ずと言ってい
いほど故障し、場合によっては何度も修理が必要となり、多額な修理費を要します。
また、大学や高専等では、研究に不慣れな学生が機器を取り扱う機会も多く、故障のリ
スクが高い環境と言えるかもしれません。SXプラットフォームは、従来のレンタル・リース
のプラットフォームと異なり修理費をはじめ、設置費、保守費、撤去費などがかかりませ
ん。トータル経費で見るとSXプラットフォームは、かなりお得なプラットフォームと言えると
思います。

参考：QA（１）

参考© OKAYAMA University



Q．SXプラットフォームに加盟すると必ずこのPFから研究機器を借りなければいけないので
すか？

A．いいえ。各機関において必要な機器だけを、本プラットフォームから利用可能です。ニー
ズに応じて、ほかの調達方法とうまく使い分けていただければと思います。

Q．SXプラットフォームで借りられる研究機器は、日本電子のみでしょうか？

A．はい。現時点でのメーカーの加盟は日本電子のみとなります。

Q．日本電子のどのような研究機器を借りることができるのでしょうか？

A．日本電子のすべての研究機器が対象となります。

Q.SXプラットフォームに入らないと、機器や価格の交渉はできないのですか？

A．いいえ。加盟していなくても、事前の機器や価格などのご相談は可能です。

参考：QA（２）

参考© OKAYAMA University



Q．借りる期間はどのぐらいですか？

A．借りる側の事情等もあるかと思いますので、個々の研究機器で相談のうえ、決定します。
おおよそ5年以上を想定しています。

Q．借りた後は、買い取りができるのでしょうか？

A．ケースバイケースになると想定しています。本プラットフォームの目的のひとつに、セカン
 ドユース（中古）マーケットの拡大、活性化があります。これにより、研究大学ではない機  
関や価格帯から手が出せない機関でも、中古という形で新たな研究機器を手に入れら
れる可能性が広がると考えています。そのため、借りた後は中古市場に流通させていた
だくのが望ましいと考えています。

Q.希望してから、どれくらいの時間で機械が利用できるようになるのでしょうか？

A.機種、価格等によって直ぐに借りられる場合があります。

参考：QA（３）

参考© OKAYAMA University



参考：研究力・イノベーション創出強化のための組織・制度改革「SXプラットフォーム」

日本電子株式会社と共同で、設置費や保守費、修理費、撤去費の4経費が不要などといった、とてもお得
な研究機器レンタル（リース）のプラットフォーム「Shared Transformation（SX）プラットフォーム」を本年度
に設立。

常に最新、メンテナンスされた研究機器が設置されることで、研究環境の改善や技術職員等のスキルアッ
プ、大学・研究機関の研究機器を核とした研究力・イノベーションの創出強化やメーカー側の研究開発力の
強化促進などが見込まれる。

・「借りる」で、研究時間の確保・研究環境の強化・人材育成の促進・必要経費の削減へ 今までにないお得な研究機器レンタルプラットフォーム誕生～共同記者発表を日本電子株
式会社と実施～
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id14460.html

・城内実内閣府特命担当大臣（科学技術政策担当）（当時）の記者会見:SXプラットフォームについて（内閣府）
https://www.gov-online.go.jp/press_conferences/minister_of_state/202508/video-300716.html

また、本プラットフォームが活性化することで、
セカンドユース（中古）のマーケット拡大が進み、
研究大学ではない機関や予算が限られている
機関も、中古の研究機器を手に入れ研究環境の
改善を図ることができる可能性が広がる。

メーカー側は、新機種開発、バージョンアップ
の対応を常に行う必要があり、これにより国内
メーカーの研究開発力等の強化にも貢献。今後、
順次日本メーカーを増やしていく予定。

文科省記者会で大井社長らとと
もにSXプラットフォームを説明

する那須学長

大臣記者会見でSXプラット
フォームへの期待を述べる城内

大臣（当時）

https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id14460.html
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id14460.html
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id14460.html
https://www.gov-online.go.jp/press_conferences/minister_of_state/202508/video-300716.html
https://www.gov-online.go.jp/press_conferences/minister_of_state/202508/video-300716.html
https://www.gov-online.go.jp/press_conferences/minister_of_state/202508/video-300716.html
https://www.gov-online.go.jp/press_conferences/minister_of_state/202508/video-300716.html
https://www.gov-online.go.jp/press_conferences/minister_of_state/202508/video-300716.html


参考：日本電子株式会社主催「SXプラットフォーム説明会」

2025年11月28日に開催した、日本電子主催のオンライン説明会「『借りる』で、研究時間の確保・
研究環境の強化・人材育成の促進・必要経費の削減へ 今までにないお得な研究機器レンタルプ

ラットフォーム誕生」と題して、本学担当の佐藤法仁副理事（研究・産学共創総括担当）・副学長（学
事担当）・上級URAが登壇。取組内容や参加者からの質問などに対応しました。

当説明会には産学官などの関係者100名以上の参加者があり、特に参加が多かった大学関係者
らの関心の高さが伺われました。

・【岡山大学 × 日本電子】ウェビナー「借りる」で、研究時間の確保・研究環境の強化・人材育成の促進・必要経費の削減へ 今までにないお得な研究機器レンタル
プラットフォーム誕生〔2025/11/28,金〕
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000003588.000072793.html

オンライン説明会の動画
は日本電子株式会社の
HPで公開されています
https://www.jeol.co.jp/events_se
minars/seminars/20251128.132
51.html?utm_source=x&utm_medi
um=sns&utm_campaign=201511
17_webinar

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000003588.000072793.html
https://www.jeol.co.jp/events_seminars/seminars/20251128.13251.html?utm_source=x&utm_medium=sns&utm_campaign=20151117_webinar
https://www.jeol.co.jp/events_seminars/seminars/20251128.13251.html?utm_source=x&utm_medium=sns&utm_campaign=20151117_webinar
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